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研究成果の概要（和文）：本研究では「時間帯」という観点から①早朝・夜間・深夜・週末などの非典型時間帯
に人々が働く背景とその動向を把握し②非典型時間帯就労が労働者のメンタルヘルスや生活満足度等に及ぼす影
響を把握するとともに③親の非典型時間帯就労が子供のアウトカムに及ぼす影響についてマイクロデータ等を用
いて実証分析を行った。①については労働者構成の変化とそれ以外の要因（需要側の要因等）分けて分析し、②
については日中勤務に続いて非典型時間帯に働く場合や週末勤務をする場合にメンタルヘルスへの影響が異なる
ことを明らかにした。③については子供の問題行動や肥満との関係について分析した。研究成果は国際学術雑誌
や国際学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on nonstandard work schedules (NSWS), such as working in 
early mornings, late nights, and weekends. We explored (1) the background and trends of people 
working NSWS by decomposing them into the changes in worker composition and other factors, such as 
demand-side factors, using data from the Basic Survey on Social Life by the Ministry of Internal 
Affairs and Communications, and (2) the relationship between NSWS and workers' mental health and 
work-life conflict, and (3) the relationship between parental NSWS and children's outcomes using 
individual data from the Longitudinal Survey of Newborns in the 21st Century conducted by the 
Ministry of Health, Labour and Welfare. We published the outputs of these studies in the form of 
journal articles, books, and presentations at various academic conferences. In addition, we held an 
international workshop inviting a foreign expert on NSWS to stimulate the public and policymakers' 
interest in this issue.

研究分野： 労働経済学

キーワード： 非典型時間帯就労　労働時間　子ども　労働者　健康　メンタルヘルス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
いわゆる24時間経済(24-hour economy)の拡大に伴い、早朝・夜間・深夜や週末などに働く非典型時間帯就労の
問題は海外で注目されており、それが労働者や家族・子どもに及ぼす影響について多くの研究が行われている。
しかし日本では労働時間の長さは注目されても、働く時間帯に注目した研究はほとんど行われてこなかった。本
研究によって、非典型時間帯就労が労働者や家族、子どもに及ぼすネガティブな影響を、日本のデータによって
も確認することができた。これは学術的価値を持つだけではなく、労働時間政策や社会政策にも示唆を与えるも
のであり、一定の社会的価値を持つと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 経済のサービス化・グローバル化に伴い、先進諸国では就労時間帯や就労スケジュールの多様
化が進んでいる。製造業が産業の主体を占めていた時代には平日 9 時―5 時の就労が標準と考
えられていたが、いわゆる「週 7 日・一日 24 時間経済（24/7 Economy）」（Presser 2005）の拡
大に伴い、早朝・夜間・深夜や週末などに働く「非典型時間帯就労(nonstandard work schedules)」
が各国で注目されるようになってきた。たとえばアメリカでは 65 歳未満労働者の 4 人に 1 人が
午後 10 時から午前 6 時の間に多少なりとも働いており、3 割は週末に働いている（Hamermesh 
and Stancanelli 2005）。オーストラリアでも労働者の 4 割以上が何らかの非典型時間帯に就労
しており（Dockery et al. 2009）、日本においても夜間就業者の増加が観察されている（厚生労
働省 2015）。 
このような現象を前にして、先進各国では非典型時間帯就労が行われるメカニズムや、それが

労働者や家族の健康などのアウトカムに及ぼす影響について多くの研究が行われている。とく
に海外で学際的な研究関心を集めているのは、親の非典型時間帯就労が子どものアウトカム（学
業、健康、肥満、問題行動等）に及ぼす影響である（包括的レヴューとして Li et al. 2014）。働
く時間帯の多様化は、雇用機会の増加を通じて世帯収入の増加や労働者のワーク・ライフ・バラ
ンス実現に寄与し、子どもに好影響をもたらす可能性がある一方で、親子の生活時間帯のズレか
ら子どものアウトカムに悪影響を及ぼす可能性も指摘されている。実際、Li et al. (2014)がレヴ
ュー対象とした 23 論文のうち 21 論文で子どもに対するネガティブな影響が確認されており、
しかも低所得・貧困世帯で影響がより顕著なことが判明している。 
翻って日本の研究状況をみると、これまでは長時間労働が生じるメカニズム（大竹・奥平 2009）

や長時間労働が労働者のメンタルヘルスに及ぼす影響（山本・黒田 2014）については研究が蓄
積されているものの「時間帯」に注目した研究は非常に少ない。しかし、平日日中の 1 時間の労
働と比較して、深夜の 1 時間の労働や週末の 1 時間の労働は、量的には同じでも、（不）効用の
点では異なり、その時間における留保賃金も異なると考えられる（Hamermesh 1999）。それに
もかかわらず、日本では非典型時間帯就労がどの程度広まっているのか、誰がしているのかとい
う実態もほとんど明らかにはされてこなかった。したがって、「時間帯」という観点から人々が
非典型時間帯に働く背景を解明し、労働者や家族の健康やアウトカムに及ぼす影響を検討する
ことで、学術研究に新たな貢献をなすことができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、公的統計調査の個票等を用いて①非典型時間帯就労の動向とその背景を解明し、
②非典型時間帯就労が労働者のメンタルヘルスや生活満足度等に及ぼす影響を把握するととも
に、③親の非典型時間帯就労が子どものアウトカムに及ぼす影響を分析する。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではまず、Hamermesh (1999)の理論モデルに依拠して日本における非典型時間帯就労
の動向とその要因を把握する。具体的には、「社会生活基本調査」（総務省）の複数年次の個票を
用いて、非典型時間帯就労の規模を把握するとともに、その経年変化をもたらしている要因につ
いて、労働者構成の変化とそれ以外の要因（需要側の要因等）に分けて把握を行った。分析手法
としては、非典型時間帯就労の決定要因の分析に関しては、①Logit,②LASSO,③Random Forest
の 3 通りのアプローチを試みた。非典型時間帯就労の動向変化については、Blinder-Oaxaca 型
要因分解の非線形推定への拡張版（Farlie 2005）を用いた。 
 研究目的②の非典型時間帯就労が労働者のメンタルヘルスや生活満足度に及ぼす影響の分析
については、労働政策研究・研修機構（JILPT）が実施した調査の個票を使用し、記述的な分析
に加えてノンパラメトリックな手法によるメンタルヘルス指標の分析、およびロジスティック
回帰モデルによる推定を行った。 
 研究目的③については、観察されない要因の影響を除去する必要があることに加えて、親の非
典型時間帯就労はラグを持って子どもに影響すると考えられるため、パネルデータである「21 世
紀出生児縦断調査」（LSN21）（厚生労働省・文部科学省）の個票を利用した。同調査では親の就
業時間帯に関する直接的な設問はないが、不定期に父母それぞれの労働時間、帰宅時間、交代制
就労かどうかを尋ねているのでそうした情報を利用して非典型時間帯就労を把握し、子どもの
問題行動や肥満などとの関係について分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究で得られた主な成果は、以下のようにまとめられる。 
（１）非典型時間帯就労の動向とその背景 
 この研究では、総務省「社会生活基本調査」の個票を用いて 18～64 歳の就業者（仕事が主な
者であり、自営業や学生、家事が主な者を除く）の時間帯や曜日別の就労パターンの変化を把握
することとした。主な発見は以下の 3点である。第 1 に、1996～2016 年までの 20 年間における



時間帯別就業率の動向をみると、平日に
ついては男性労働者で 2006 年にかけて
早朝や夜間などの時間帯の就業率が上
昇したのち、2016 年にかけてはむしろ低
下する動きがみられる（図１）。女性につ
いても同様であるが、変化はより小幅で
ある。この 20 年間で最も顕著な変化は、
土曜日における就業率の低下で、女性で
その傾向がより顕著である。第 2 に、
Random Forest という手法で非典型時間
帯就労の決定要因を分析したところで
は、男性の夜間就労については長時間労
働との関連がみられる。一方、女性の夜間就労についてはサービス業という業種の影響に加えて
1996 年時点では高卒・中卒などの学歴の影響がみられたが、2016 年には男性と同様に労働時間
との関連がみられるようになっている。また、土曜日就業については、男性の場合は 1996 年時
点では世帯所得が高所得で専門技術職という特徴があったのに対し、2016 年には男女ともに中
都市・小都市の労働者という特徴がみられるようになっている。第 3 に、20 年間の変化を労働
者構成の変化と係数の変化に要因分解したところでは、夜間就労については係数変化の寄与が
大きかった。要因分解は、Lasso と Random Forest の 2 通りで行ったが、週末就労については手
法により構成変化と係数の寄与度の相対的な大きさが異なり、一致した結論は得られなかった。 
 
（２）育児時間の階層間格差 
 この研究では総務省「社会生活基本調査」を用いて 1996～2016 年の期間を対象に、父母の学
歴組み合わせによる育児時間の変化の要因分解を行った。主な発見は以下の通りである。第 1に、
1996～2016 年の間に学歴階層に関係な
く父母の育児時間の増加がみられ、とく
に週末における育児時間の増加の多くは
父親の育児時間増加によってもたらされ
ている（図２）。第 2に、この週末の育児
時間の増加を父母の学歴階層の構成変化
と、行動変化に要因分解を行ったところ
では、行動変化の寄与が大きい。第 3に、
父母が共同して週末に育児をする時間に
ついては、高学歴カップルの行動変化の
寄与が顕著であった。なお、「社会生活基
本調査」のデータでは育児の質を計測す
ることはできないため、育児時間の格差
が子どものアウトカムに及ぼす影響につ
いては別途分析すべき課題である。 
 
（３）非典型時間帯就労と労働者のメンタルヘルス、ワーク・ライフ・コンフリクト 
 この研究では、労働政策研究・研修機構
が全国の 25～64 歳の男女を対象に 2019
年 11～12 月に実施した「職業と生活に関
する調査」の個票を使用した。主な発見は
以下の通りである。第 1 に、非典型時間
帯就労をしている労働者の特徴として、
男性で日中勤務に続いて残業として非典
型時間帯就労をする労働者は高学歴、正
社員、高賃金であるのに対し、日中勤務な
しで夜間や週末などに働く労働者は非正
規で中～低賃金層が多い。女性の非典型
時間帯就労者は、医療・福祉関係や小売業
などに多い。第 2 に、何らかの非典型時
間帯就労をしているとワーク・ライフ・コ
ンフリクト（WLC）を抱えるリスクが有意
に上昇する。非典型時間帯就労のカテゴ
リー別にみると、残業型の非典型時間帯
就労（残業型 NS）と週末勤務が WLC のリ
スクを高めている。仕事特性を説明変数に追加すると、非典型時間帯就労の影響は低下する。仕
事特性の中でも会社や職場の都合で勤務する曜日や時間帯が変更される場合や、仕事要求度が
高い場合に、WLC のリスクが大幅に上昇する。第 3に、週末勤務は男性の WLC の高さと統計的に
有意な関係がみられる一方で、女性の非典型時間帯就労にはそうした関係はみられない。ただし、



女性の週末勤務は、医療教育専門サービスの職につく労働者の場合にメンタルヘルスの不良と
関係している。第 3に、スケジュールの自律性の低さや仕事要求度の高さは、高いワーク・ライ
フ・コンフリクトやメンタルヘルス不良と関係している。 
 
（４）父親の非典型時間帯就労と育児時間 
 この研究では総務省「社会生活基本調査」2016 年の個票を用いて、父親の非典型時間帯就労
が育児時間に及ぼす影響を分析した。分析対象は、6歳未満児のいる夫婦である。主な結果は以
下の 3 点である。第 1に、父親が平日夕方以降や週末に就労する場合、父親自身の育児時間は短
くなる。第 2位、こうした父親による育児時間の減少は母親の育児時間増加によってある程度は
相殺されるが、完全には相殺しきれない。第 3に、平日夕方以降に就労する父親は、減少する育
児時間を週末により長く育児に従事することで埋め合わせようとする。ただし、それでも合計の
育児時間は非典型時間帯就労をしない父親よりも短くなる。 
 
（５）親の非典型時間帯就労と子どもの問題行動 
 この研究では厚生労働省・文部科学省「21 世紀出生児縦断調査」の平成 22 年出生児データを
用いて、親の非典型時間帯就労と子どもの問題行動（Behavioral problems）との関係をmediation 
analysis の手法を用いて分析した。主な結果は以下の通りである。第 1に、親の非典型時間帯
就労は子どもの問題行動の多さと関係している。第 2に、母親の非典型時間帯就労は子育て不安
を高め、子どもの問題行動の多さと関係している。第 3に、父親の非典型時間帯就労については
子育て不安や子どもの問題行動との間に有意な関係がみられない。 
 
（６）親の非典型時間帯就労と子どもの肥満① 
 この研究では、「東京都子どもの生活実態調査」の対象である子ども（16～17 歳）とその母親
の質問票をマッチングさせて分析に用いている。主な発見は以下の通りである。第 1に、全体の
6.5％の子どもが肥満で、中低所得層（8.2％）では高所得層（5.9％）よりも肥満率が高い。第
2 に、母親の非典型時間帯就労は、対象である子どもの肥満と有意に関連している（オッズ比
[OR]：1.56、95％信頼区間[CI]：1.02-2.40）。しかし、交絡因子でコントロールした後では、両
者の関係は有意ではない。第 3に、所得階層別では、母親の非典型時間帯就労が、高所得層での
み子どもの肥満と有意に関連しており、この結果は子どものライフスタイルや母親の労働時間
を調整した後でも変化しなかった。 
 
（７）親の非典型時間帯就労と子どもの肥満② 
 この研究では、厚生労働省・文部科学省「21
世紀出生児縦断調査」の平成 13 年出生児デ
ータを用いている。13 歳時点の子どもを対
象として、子どものライフスタイル（TV 視聴
時間や睡眠時間）を潜在的な媒介因子として
考慮し、親の非典型時間帯就労と過体重との
関係を分析した。に及ぼす影響を分析した。
主な結果は以下の通りである。第 1に、母親
の非典型時間帯就労は子どもの TV 視聴時間
の長さや睡眠時間の短さと関連している。第
2に、子どものライフスタイルの媒介効果を
考慮しても、母親が非典型時間帯に働いてい
る場合、子どもの過体重リスクは増加する。
その一方、父親が非典型時間帯に働いている
場合は逆の関係がみられる。第 3に、子ども
が 6 歳時に母親が非典型時間帯就労をしていた場合、子どもの過体重リスクは有意に増加し、そ
のような影響は高所得世帯の子どもや女児でより強い。 
 
 以上の研究成果は、諸外国の非典型時間帯就労に関する研究とほぼ整合的な結果であり、非典
型時間帯就労が労働者や家族、子どもに及ぼすネガティブな影響は、日本のデータによっても確
認できる。本研究は、従来のように労働時間の「長さ」に重点を置いた労働時間政策から、「時
間帯」にも注目する政策へとシフトする重要性を示唆するものと言える。 
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